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1.は じ め に

著者らは,これまでに活性汚泥より単離したAcineto-

bactersp.を用い,フェノールを例にとりその分解時の

物質収支と速度論,処理に用いる際のプロセス的検討を

行ってきた.1)･2)現在病院より排出されるクレゾール含

有排水などのように芳香族化合物が排水中に含まれるこ

とも少なくないように思われ,このフェノール分解菌

Acinetobactersp.の各種芳香族化合物に対する分解の有

効性を検討しておくこととした.菌の特性1)について要

約すると,大きさが約0.5′JXl/̀で運動性がなく,白色

コロニーを形成するグラム陰性の短梓菌であり,温度が

30oCにおいて最大の比増殖速度をもち,pHが6-8の範

囲で安定な分解を示すバクテリアである.あらかじめこ
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の菌の分解能力をスクリーニングするために,38種類の

単環で構造の簡単な芳香族化合物に対して東亜電波製の

自動BODメーターを用いて生分解を試み,その分解過

程における比酸素消費速度から容易に分解されるもの

と,ほとんど分解されないものとに分類した.(Tablel)

その結果 18種類の容易に分解される物質について以下
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Fig.1Illustrationofoxygenconsumptionpattern
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Fig･2 Relationshipbetweeninitialfractiondecomposedandspecificrateofoxygenconsumption
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